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指導内容
•指導スタイル
•メンタリングによる
•基本的な知識を伝達
•ゼミ運営を学生の自主性に任せる
•目標を提示

必要知識の伝達
•スケジュール管理の方法
•文献調査の方法
•企業との打ち合わせでの注意点

ゼミ活動の狙い
•プレゼンテーションスキルを磨
くことを目的とするゼミ活動を
実施

•プレゼンテーションの背後にあ
る情報収集能力、整理能力等
をあわせて磨く

ＲＤクラブ
•企業と学生とが連携し、企業が提案し
た課題の解決提案を行う大工大の課
外活動
•2019年で3年目、全学的な活動に展
開しはじめた最初の年
•9社が参加、12の学生チーム結成

•本学梅田キャンパスの文化祭（例年
11月初旬開催）での発表会を目標に活
動
•ＳＳＴ社と連携して活動を実施

最終提案
•ポスター発表と
プレゼンテーションを実施

•教員投票により3位入賞

学び
•プレゼンテーションスキル

トークスキル（内容の取捨選択、話し方、間の取り方、、）

必要情報の収集・整理方法

•ノンバーバルコミュニケーションの重要性
ＬＩＮＥ等のツールを用いた議論で
話が進まないことを経験
企業担当者と直接会うことではじめて分かる
相手の反応を経験

•プロジェクトマネジメント
スケジュール管理、グループワークの方法論
作業負担の分散均一化

•チーム議論と外部の助けのバランス
まずチームで議論し、外部からの視点を
聞くことの重要性

1*大阪工業大学知的財産学部2年生
2*大阪工業大学知的財産研究科准教授

イノベーション教育学会第7回年次大会


